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　　　　　第17暴宇宙三冠会・（霧例会謙）

三時三和53年8月．16日（か

　　　　　　　午後20時～4時

瑚四三醗委員会会同
麟題・⑰噛54年度謝る三巴発関係澱の
　　　　　　　　　見積肪針即咲

4．資　　料

委17擁第16醇三三委融（定例会議）議鞭旨（案）

委7「2聯禦二三三二関係騨見積り

勿繭●



◎

L

　　　　　第、6回宇宙開発委三会（定例会議）　！

　　　　　　　議事要’，旨1案）・

2．場’所　宇宙開発委員会会議窒

5議　題　。第一部会の審議結果につφて

4．資’　料’

委16二1第15回宇翻鱗三冠（定例会議）議事要旨（案γ

　委16－2・宇宙開発委員会第一」部会報告書

．5・出席者　　　　　．　．　　　2芦
　　宇宙開発委員会委員長代理・、　　一　．　網　島’　毅

　　　　　〃・委員　　’　．ご吉識雅速
　　　　　〃　統　　、．　　八章東嬉
　　　　ノ1〃㍉㌧　＿’藤戸成文
　関係省庁職員等　　　　　　一

　　科学技術庁長官官房参事官　　．　　　　　下車一昭∫三

　　運輸省大臣官房参事官　　’　　　　一　茜，村　康．雄

　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　　（〃　£岡本）’

　　　〃気象二三鰻　rン’一　柑良英．明
　　　　　。，　　　　　　　（〃：山中）
　　　・〃海上保安庁総務部長　・　．　沼越．達也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c〃遭石井）1．

　郵政省電波監理局審議官

　建設省六臣官房技術参事官

　郵政巴波藍理局

　東灘学轄航空部所二
　宇宙開発事業団

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　　〃　　　　〃　　宇宙国際課長

　　　　〃　・　　〃　　宇宙三三課母’

6議事要皆

（1）　前回議事要旨

　た。．　　　　一

（2）第一部会ρ審議結果に？いて
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聖15回宇宙撃発委員会（定例会議）議事要旨が確認され

　　　網島毅第一部雑から資料委16－2に基づいて説明が行

　　われ・以下の質疑応答が行われたのち・第一部会鮪三三

　　承された・’

　　　また洞絵脚ら斯部会㈱φては・嬢性・緊紬

　　技舳磯欝の見地か聯が行われ・財政的耀離な

一されて纏いので・．そρ回書の取回については・宇宙開

　　発委員会に』任することで了解が得ら劉ている旨・報告が行

　　われた⇒

吉識

●
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　　　　　糊樋四三2号の場合嬬当初かち実照星として輔予備

　　　　　　　・を置くことを考えでいる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　八藤：実験用の衛星と違って業務用の衛星では継続性が必要であ

　　　　　　　り、二道予備は不可欠である。　㌧　　　　　　　　　－

　　　　　舗；輝性を要する鯉は・嫡鱗やひの議論ρ鞍だろレ

　　　　　　　，つ。

　　　　　溢血麹龍であっても・淫乱を地上燗か．・輔上略

◎　　・ぐかといちことは、今後の検討課題とし三っている・

　　　　　　　　鯵庁から．r耶の輔蹄雑四望カミあrたがぜρ

　　　　　　　よ一うに扱ったのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　『事務心心・ケットを磯回飢てあっ牽が・’岬A鯛ρ∫

　　　　　　・＼用途に使用することに決めた。ただし・．必要とするなら〆ば予＼一－

　　　　　　　前歯描上げたV・旨置旧55年9月．15眩でにNASA．

　　　　　　　腰謝燃、別途・妙トを臆するとの齢を得て吟る・

　　　　　　　壕お、佳わ左φ場合は予備ロケット用に既に支払つた傘額が

　　　　　　　　5年以内に返済される・」

　　　　　八藤ご集電都会開催の見通しはくどら宏ってい1るか・　　：で一∴、

・●’　　　事務局：医学関係を除いて、構成員は内垂している9：9月≠旬に㌃．

　　　．　、底シヤト勝科会及びH一回科会より成る鉱部会を開．

　　　　　　　　催することとしたい。一

　　　　　　旧離ラブヒス副囎？非三二案に湿る対応は9層貿で

　　　　　　　　きる：か6　　、、、　一’　‘　－　『，　　㌦

　　　　　　事務局：一対応を急ぎたい。
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葬1r7－2

　　　　　昭和54年度における宇宙開発関係経費の
　　　　　見積り方針（案）

　一　　‘・・一　　　　　　　　・　　昭和53年ゲ月！6日

　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙＼開発委員会
　　　　　　　　　　　　　　・　L，　　決　　　定

蜘解鞭における寒晒鞭係搬硯積脚下勲方
針に基づいて行うじ　　　．p　　　　　　 一　’．

パ蠣大気嚇環境眼ぼす影響を究明すること願事栖．

洋上空の離プラズマ，の馨現象を鯛禍ことを目的砂る

　第9号科学衛星（EXO串。C）について、．昭和5’8年度に打ち上

げること舶卿麟を行うる　　　．　、．，
’訟　測地衛星に関する技術の開発に資するとともに・併せて日本

測堺点の磁・即醜r綿の規正離離即決欝を
行うζ1とを激する渤纏1釈G，sヅ痙？いて超
　和57年度に打ち上げると止を目標に開発を行う。

　　輪本町を打ち上げるとともに・鞭て9耳の埆ツ．

．即使用する慣性講雑の縁実馳行ラこ璋肺とす絢
　Nβ1ロケット7号機め闘発脅行う。　，㌧・一
　　　　　　　　　　　　　　　ノ
3鮮面の鰍び温壁帖ζし開講現象Q襯を行うとど
’もに ｮせて購獺のやの四三に共猷三三立を一
　図ることを目的とする海洋観測衛星1号（MOS，一1》にちいて、

　昭和5－8年度に打ち上げるごとを目襟に開発を行う。一

∫樋信管燗する獅三四ととも囎に・三四用

盤ゆける綿霰に爆弥舜㌍的とす廼騨郵

　星2四一a（CS－2a）を、昭和58年度に通信衛星ユ号rb

　（CS。2b）をそ．れそれ打ち上げることを目標に開発を行う・

　　また、1本衛星の打上げ用ロケットとして・N・一皿ロケット3

　号機及び4号機の開発を行う。

よ　米国のスペー・スシヤトルを利用する宇宙材料実験論に備え、

　昭和55年度から．丁字一500幽Aロゲットによる小規模の材料製

　造実験を行うことiを＼目標に・搭載実鹸装置の開発及びロケット

　の改造を行う・、／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

6　静正スピ7型衛星技術め確立を図るとともに、併せて移動体

通信技術の開難行うことを月的とする航空←海上技図星C

　みMES）について承応研究を行う。　　、、

7宇宙空彫細し賂極の材料○医薬等の製造●加工獅の

　確立に資するため、電気炉・分離装置等の多目的実験機器及び

　実験システムの開発並びたこれを用いた実験を行うことを目的

　とする第一次材料実験（FMPT）を、，米国のスペースシや山

、トルにめ鶏す1ることを塩煎藤の醗磯を行う・　，．
8；　スペースシャトルに日本人凌イ：』一ド・次ペシヤリストを

搭乗さ戯鵬ペイ・ご枢籾や似トρ幽暗1・◎
訓練方洗及び健再応関する研究計う・

9　海域及び陸栽に対1するよ’り高精度φ観測技術、情報誌饗技術・

　　　　　　　ユ　ず
　及び各種利用分肇へρ応用のた占『ρ技術の研究を行うσ、　　，

！o　上記以外についてはく「宇宙開発計画（昭和汐2年度決定〉」
　　　　　　　　　　　　　　ノ
　を推進するσ　＝　「、圏、．　・　．、


